
要旨

本稿の課題は，近年における英国の飲用牛乳に関して，その消費動向を分析することにある。欧州で
は主要生乳生産国である英国は，主要乳製品の輸入依存度は高いけれども，飲用牛乳は国内でほぼ自給
している。主要な欧州大陸諸国と比較して，英国の飲用牛乳消費量は依然として多い。EUが学校給食
向けに実施している果実・野菜・牛乳供給事業においても，EU補助金と独自事業資金を飲用牛乳のみに
集中させていた。しかし，家庭購入量からは低脂肪牛乳の割合が高くなっているものの，飲用牛乳消費
の全体的傾向としては減少傾向を示していることを明らかにした。
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Ⅰ．はじめに

小稿の課題は，近年の連合王国(the United Kingdom，以下英国と記す)における飲用牛乳消費動向に
関して分析することにある。英国は，伝統的に飲用牛乳の消費量は欧州大陸諸国よりも多い。その要因
としては，英国では単に牛乳を直接飲用するだけでなく，歴史的な食文化として紅茶との組合せ(tea
with milk)が定着していることも挙げられよう。それに加えて，政策的要因が重要である。
第二次世界大戦下において当時の食糧省(Ministry of Food)が採用した戦時食料政策(War-Time

Food Policy)に遡る。その中でも特に飲用牛乳に関する政策(Milk Policy)は重要であった。生産面にお
いては，戦時下にあって国内自給と栄養確保の観点から，熱量供給源としての馬鈴薯と，主としてタン
パク質やカルシウム供給源としての牛乳に対して，増産政策が遂行された1)。流通面においては，効率
的かつ安定的に飲用牛乳を各階層各世帯に配給するために，供給安定政策として実施された農場生乳出
荷合理化計画の実行，小売流通合理化政策の一環として実施された飲用牛乳戸口配達制度(doorstep
milk delivery system)の再構築が断行された2)。消費面においては，学校牛乳支給計画(Milk in Schools
Scheme)と国民牛乳支給計画(National Milk Scheme)が，食生活の安定化に寄与した3)。要するに，戦時
下では三位一体型の牛乳政策が展開されたのである。
そして英国では，第二次世界大戦終結後も 1950 年まで食料統制は継続された。この戦後統制期にお

いても飲用牛乳の消費は増加した4)。1950 年に牛乳購入が自由化され，55 年には完全に食料統制は撤廃
されたのである5)。それ以降も，飲用牛乳の消費は増加傾向を示した。牛乳政策の消費拡大効果が定着し
たと言える。しかしながら，1990 年代に入ると，飲用牛乳消費量は減少傾向を示し始める6)。さらには，全
乳(whole milk)から低脂肪乳(low fat milk)へと，消費者の選択行動が変化している7)。2000 年以降も減
少傾向に歯止めがかかっていない。加えて，低脂肪乳嗜好とともに戸口配達制度衰退も顕著に見られた8)。
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周知のとおり，2016 年⚖月の国民投票によって，英国は，1973 年にアイルランドとデンマークともに
正式加盟した欧州連合(European Community，EU)から離脱することを決定した9)。その結果，2020 年
⚑月末に離脱した。そして，社会・経済の混乱を避けるための移行期間が 2020 年 12 月 31 日をもって終
了し，英国は EUから完全に離脱した。と同時に，2021 年⚑月⚑日以降，EUとは新たな自由貿易協定
(Free Trade Agreement，FTA)が暫定的に発効し，無関税貿易は継続されることとなった10)。
それでは，英国における最近の飲用牛乳の消費動向は如何なるものであろうか。以上のような歴史的

経緯を踏まえて，小稿では，EU離脱を決定した 2016 年から完全離脱までの移行期間のうち当該一定期
間も含めて，あらためて近年の英国の飲用牛乳の生産と消費に焦点を当てて分析をおこない，飲用牛乳
の生産と消費の現状を明らかにしたい。

Ⅱ．飲用牛乳生産

1．生乳生産量
最初に，英国の酪農場(dairy farm)で生産される生乳(rawmilk)に関して，その生産量・利用量をEU

諸国と比較しつつ見ていこう。表⚑は，EU加盟国別酪農場生乳生産量・利用量(2009～2018 年)を示し
ている。表⚑から明らかなように，世界的に見て巨大な生乳生産地域であるEUにおいて，ドイツが最
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表 1 EU加盟国別酪農場生乳生産量・利用量(2009～2018 年)
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(千 t)
ベルギー 2,996.00 3,111.00 3,151.00 3,116.00 3,529.00 3,710.00 3,826.00 3,920.00 4,065.00 4,219.00
ブルガリア 1,231.00 1,277.00 1,286.00 1,241.00 1,306.00 1,231.00 1,152.60 1,148.66 1,091.47 1,025.20
チェコ 2,780.66 2,682.52 n.a. 2,814.68 2,849.481) 2,933.69 3,026.53 3,065.27 3,079.29 3,161.64
デンマーク 4,813.80 4,910.00 4,879.50 5,006.40 5,081.80 5,162.00 5,335.70 5,435.70 5,502.20 5,615.20
ドイツ 29,233.68 29,628.88 n.a. n.a. 31,337.85 32,394.97 32,684.57 32,687.64 32,614.17 33,109.66
エストニア 671.00 676.00 693.00 721.20 772.00 805.20 783.20 783.20 790.60 797.60
アイルランド 4,966.902) 5,349.70 n.a. 5,399.20 5,600.70 5,821.30 6,604.41 6,871.94 7,498.94 7,831.25
ギリシア 1,845.30 1,890.66 n.a. 1,833.90 1,817.20 1,892.00 1,915.00 1,897.00 1,807.00 1,844.90
スペイン 7,288.532) 7,464.72 7,489.302) 7,537.732) 7,630.94 7,853.722) 8,105.072) 8,218.492) 8,300.552) 8,417.532)

フランス 24,210.16 24,973.66 26,048.60 25,629.81 25,329.13 26,602.502) 26,718.842) 26,065.892) 26,006.312) 26,012.26
クロアチア 746.00 808.00 826.00 828.00 739.00 728.00 707.00 689.00 668.00 634.00
イタリア 12,192.59 12,161.26 12,060.14 12,253.85 12,039.942) 12,217.34 12,191.94 12,669.59 12,983.23 13,131.64
キプロス 193.51 202.42 210.72 n.a. 205.83 212.91 214.092) 237.65 279.02 294.64
ラトビア 831.50 834.50 845.20 873.80 915.10 971.80 978.10 986.20 1,000.10 982.90
リトアニア 1,791.01 1,736.53 1,786.40 1,778.08 1,723.07 1,795.07 1,738.52 1,627.68 1,570.71 1,571.84
ルクセンブルク n.a. n.a. n.a. n.a. 298.92 319.83 349.37 379.42 390.44 410.90
ハンガリー 1,762.95 1,690.58 1,717.99 1,818.48 1,778.14 1,880.95 1,946.65 1,923.80 1,972.99 1,953.76
マルタ n.a. n.a. n.a. n.a. 43.50 45.25 44.21 45.64 41.88 43.23
オランダ 11,981.36 12,122.47 12,045.72 12,098.28 12,639.64 12,904.51 13,783.85 14,825.00 14,822.00 14,426.00
オーストリア 3,256.90 3,285.90 3,337.02 3,413.00 3,424.60 3,524.88 3,568.90 3,659.96 3,747.78 3,859.99
ポーランド 12,467.00 12,298.00 12,434.00 12,685.00 12,735.00 13,002.00 13,252.89 13,251.56 13,702.38 14,719.21
ポルトガル 2,111.75 2,027.97 2,026.50 2,043.80 1,951.17 2,043.57 2,114.21 2,020.65 2,020.76 2,040.29
ルーマニア 5,283.00 5,173.00 4,727.00 4,551.00 4,619.00 4,804.57 4,676.60 4,585.70 4,439.20 4,443.30
スロベニア 627.82 605.80 n.a. 622.60 596.91 618.53 633.82 651.40 649.96 631.22
スロバキア 966.69 927.52 937.66 942.61 922.11 942.45 941.86 916.88 923.40 917.00
フィンランド 2,332.00 2,336.25 2,300.73 2,296.68 2,327.80 2,400.01 2,436.76 2,429.59 2,405.76 2,397.88
スウェーデン 2,932.63 2,862.21 2,850.40 2,861.17 2,869.58 2,931.65 2,933.16 2,862.23 2,816.66 2,760.23
英国 13,596.00 13,960.00 14,088.00 13,857.00 13,943.00 15,088.00 15,457.002) 14,938.00 15,443.00 15,488.11
注)1)推定値
2)暫定値

出所)Eurostat(apro_mk_farm)を参考に作成。



大の生乳生産国である。次位がフランスであり，英国は⚓位に位置している。たとえば 2018 年では，ド
イツ 3,310 万 9,660 t，フランス 2,601 万 2,260 t，英国 1,548 万 8,110 t である。ドイツはフランスの約
1.27 倍，英国の約 2.14 倍である。そして，旧東欧諸国では農業大国であるポーランドが⚔位，オランダ
⚕位，イタリア⚖位と，酪農場生乳生産量・利用量が 1,000 万 t 水準を超える国は⚖か国である。
次に，英国における食料用すなわち牛乳・乳製品向けの生乳生産量は，どの程度であろうか。図⚑は，

英国の人間消費向け生乳生産量(2005～2019 年)を表している。図⚑によれば，2013 年の 134 億 2,600
万ℓから，2015 年では 148 億 8,200 万ℓまで拡大したものの，2016 年では 142 億 3,900 万ℓにまで，
⚖億 4,300 万ℓ減少した。だが，その後再拡大し，2017 年 148 億 2,600 万ℓ，2018 年 148 億 7,000 万ℓ，
そして 2019 年では 150 億 300 万ℓと，150 億ℓの水準を超えた。2009 年と比較すれば，約 16％増加し
ている。

2．飲用牛乳生産量
表⚒は，EU加盟国別飲用牛乳生産量(2005～2019 年)を示している。表⚒から明らかなように，飲用

牛乳生産量においては，英国が他の EU 諸国を圧倒的に凌駕している。たとえば 2019 年では 643 万
6,400 t である。上述した酪農場生乳生産量・利用量では英国よりも大きい，ドイツは 459 万 7,320 t，フ
ランスは 319 万 3,260 t(暫定値)である。スペイン 318 万 4,150t，イタリア 247 万 9,070 t，ポーランド
189 万 2,170 t が続く。
飲用牛乳の生産量について，全乳，半脱脂乳(semi-skimmed milk)/低脂肪乳，脱脂乳(skimmed milk)

に分類して見てみよう。表⚓は，全乳・半脱脂乳・脱脂乳別飲用牛乳生産量(2002～2018 年)を示してい
る。全乳生産量は，2002 年の 210 万 6,780 t から，2014 年には 126 万 9,700 t となり，40％近く減少し
た。その後，多少の変動はあるものの，生産量は若干回復して，2018 年では 149 万 470 t であった。脱
脂乳は全乳よりも生産量は変動している。2002～2018 年の期間では，2002 年の 89 万 6,250 t が最大で
あり，2006 年の 66 万 4,240 t が最小である。ちなみに 2018 年では 67 万 540 t であった。
他方，半脱脂乳(低脂肪乳)の生産量はほぼ拡大傾向にあると言える。2002 年では 381 万 1,550 t で

あったが，2006 年以降は 400 万 t 台前半，2010 年以降は 400 万 t 台後半まで拡大し，さらに 2014 年には
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図 1 英国の人間消費向け生乳生産量(2005～2019 年)

注)2019 年は暫定値。
出所)DEFRA, Agriculture in the United Kingdom, verious issues を参考に筆者作成。
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503 万 8,670 t と最大生産量となった。それ以降，生産量は若干減少に転じており，2018 年では 462 万
2,170 t となっている。それでも 2002 年と比較するならば，生産量を 21％以上伸ばしている。
ここで，飲用牛乳生産にかかわる乳業(直接販売者を除く)について言及しておきたい。飲用牛乳生産

の実態は大手乳業資本の寡占構造となっている。年間 10 万 t 以上生産する大手乳業⚙社で，2012 年で
は総飲用牛乳生産量の 90％を，2018 年では同 89％を占めている11)。

3．牛乳・乳製品輸出入量
英国は食料供給を多大に輸入に依存している。英国の輸出品としてはウィスキーが突出しているのみ

である。特に生鮮果実と生鮮野菜(馬鈴薯を除く)の輸入量は一貫して膨大である。また，肉類やベーコ
ン・ハム等の肉製品も，おしなべて輸入量が輸出量を上回っている12)。
表⚔は，牛乳・クリーム，バターおよびチーズの輸出入量(2005～2019 年)を示している。表⚔が示す

とおり，牛乳・クリーム(濃縮乳・加糖乳を除く)の輸出入量が多く，輸出量が輸入量を大きく上回って
いる。当該輸出量は増加基調にある。2017 年以降では，2017 年 85 万 t，18 年 88 万 1,000 t，19 年 86 万
2,000 t(暫定値)と，輸出量は 80 万台後半を維持している。2019 年の輸入量は 22 万 8,000 t であるので，
輸出量は輸入量の約 3.78 倍となっている。
バターとチーズは輸出量よりも輸入量が多い。だが，バターではその差は縮小傾向にある。2005 年で

は，輸入量 12 万 9,000 t に対して輸出量⚔万 5,000 t であり，⚘万 4,000 t の開きがあった。しかるに
2019 年では，輸入量⚗万 9,000 t(暫定値)，輸出量⚖万 9,000 t(暫定値)で，⚑万 tの差となっている13)。
乳製品で注目すべき点はチーズ輸出量である。輸入量との差は依然として大きいけれども，2009 年以降
はほぼ輸出量を増加させている。2005 年の⚙万 6,000 t から，2019 年では 20 万 8,000 t と，約 2.17 倍
輸出が伸びている。高付加価値乳製品であるチーズは英国の牛乳・乳製品輸出にとって，極めて重要な
製品であると見て取れる14)。

Ⅲ．飲用牛乳消費

1．牛乳・乳製品の消費動向
表⚕は，英国およびドイツ，スペイン，フランス，イタリアの⚕カ国における飲用牛乳・バター・チー

ズの⚑人当たり年間消費量(2010～2017 年)を比較している。前述したように，ドイツとフランスは生乳
生産量において，EU諸国の中では英国よりも上位に位置している。また，スペインとイタリアは飲用
牛乳生産量において，EU諸国の中ではドイツ，フランスに続く生産国である。
表⚕から明らかなように，英国は飲用牛乳の⚑人当たり年間消費量において，他の⚔カ国よりも圧倒
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表 4 英国の牛乳・乳製品輸出入量(2005～2019 年)
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 20191)

(千 t)
牛乳・
クリーム2)

輸入 79 124 133 193 158 193 215 194 245 221 206 150 247 314 228
輸出 592 621 513 532 539 561 648 617 574 654 665 646 850 881 862

バター
輸入 129 147 103 81 96 102 100 104 106 95 106 99 91 84 79
輸出 45 36 32 24 27 27 36 38 45 51 50 65 55 62 69

チーズ
輸入 353 378 403 422 419 436 414 444 468 469 494 490 494 523 536
輸出 96 104 97 88 105 113 124 126 125 134 152 164 171 190 208

注)1)2019 年は暫定値。
2)濃縮乳及び加糖乳は含まない。

出所)DEFRA, Agriculture in the United Kingdom, various issues を参考に筆者作成。



的に多い。2010～2017 年の期間では 100 kg 台の消費水準で推移している。2017 年では，英国の飲用牛
乳消費量はドイツの約 1.98 倍，フランスの約 2.23 倍となっている。
他方，バター，チーズの⚑人当たり年間消費量では，ドイツ，フランス，イタリアの方が多い。英国

では，むしろバター消費量は漸減傾向を示していると言えるかもしれない。2017 年のバター消費量で
は，スペインよりは多いけれども15)，フランス 8.0 kg，ドイツ 5.9 kg に対して，英国は 2.7 kg である。
英国はフランスの約⚓分の⚑程度である。また，2017 年のチーズ消費量では，フランス 26.4 kg，ドイ
ツ 24.3 kg，イタリア 22.2 kg に対して，英国は 11.8 kg である。英国はフランスやドイツの半分以下で
ある。

2．飲用牛乳家庭購入量
それでは，英国の家庭はどの程度飲用牛乳を購入しているのであろうか。表⚖は，英国家庭が週一人

当たり購入する飲用牛乳量(2000 年～2017/18 年度)について，全乳・半脱脂乳(低脂肪乳)，脱脂乳に分
けて示している。表⚖によれば，飲用牛乳家庭購入量(全乳・半脱脂乳，脱脂乳)の推移を見ると，2000
年では 1,839 mℓであった。だが，2010 年では 1,509 mℓで 300 mℓ以上減少し，2017/18 年度では
1,354 mℓで 500 mℓ以上減少している。特に全乳の減少が明らかに見て取れる。2000 年の 680 mℓか
ら多少の増減はあるものの減少傾向を示しており，2017/18 年度では 297 mℓまで減少し，ついに 300
mℓを下回っている。
その一方で，半脱脂乳はほぼ 900 mℓ台水準を維持している。2005/06 年度，2012 年，2014 年では，購

入量は 1,000 mℓを超えている。なお脱脂乳は 2000 年～2017/18 年度を通して全体的には購入量は少な
く，漸減傾向を示していると言えよう。たとえば，2017/18 年度では，飲用牛乳購入量全体に占める割合
はわずか約 9.8％である。味覚の点で敬遠されているかもしれない。

048 近年の英国における飲用牛乳消費に関する一考察 平岡祥孝 049

表 5 飲用牛乳・バター・チーズ⚑人当たり年間消費量(2010～2017 年)
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

(kg/年・人)

飲
用
牛
乳

ドイツ 53 55 55 54 56 54 54 53
スペイン 89 84 83 84 81 81 79 79
フランス 59 56 54 54 53 52 50 47
イタリア 57 57 56 54 51 49 49 48
英国 107 107 106 105 104 105 102 105

バ
タ
ー

ドイツ 6.0 6.3 6.2 6.2 5.7 6.1 6.1 5.9
スペイン 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.4 0.4 0.3
フランス 7.5 7.6 7.4 7.9 8.4 8.2 8.2 8.0
イタリア 2.3 2.3 2.3 2.4 2.3 2.5 2.6 2.6
英国 3.2 3.1 3.4 3.3 2.9 3.1 2.7 2.7

チ
ー
ズ

ドイツ 22.8 24.2 24.2 24.3 24.0 24.5 25.2 24.3
スペイン 9.3 9.5 9.3 9.5 9.6 8.9 9.1 9.0
フランス 25.6 26.2 26.2 25.9 26.7 26.9 26.6 26.4
イタリア 22.0 22.3 21.4 20.7 22.3 22.6 21.9 22.2
英国 11.7 11.0 11.4 11.6 11.5 11.9 11.7 11.8

注)飲用牛乳にはヨーグルト等その他飲用向け生乳を含む。
出所)International Dairy Federation から入手した資料を参考に筆者作成。



Ⅳ．EU学校給食用果実・野菜・牛乳供給事業

1．導入の経緯
英国がEUに加盟して以降，英国の飲用牛乳消費を下支えしてきた施策の一つとして，⼦EU学校給食

用果実・野菜・牛乳供給事業⼧(EU School Fruit，Vegetables and Milk Scheme)がある。それは，EUが各
加盟国に実施している学校補助事業である。EU学校給食用果実・野菜・牛乳供給事業は，2017/18 年度
(school year)から導入されている。
EUでは従来，⼦学校給食用牛乳供給事業⼧(School Milk Scheme，SMS)が，1977 年から実施されてい

た16)。SMSが導入された理由としては，市場政策目標と健康・栄養目標の二点挙げられる。前者の目標
は，短期的に牛乳・乳製品の消費拡大を通して余剰在庫を処分することにあった。言い換えれば，域内
生乳市場の均衡を図り，牛乳価格および乳製品価格を安定させることに寄与させる政策意図があった。
後者の目標は，教育機関において牛乳・乳製品の消費を促進することによって，児童や生徒に健康的な
食習慣や栄養摂取習慣を定着させることであった。
さらにEUでは，⼦学校給食用果実・野菜供給事業⼧(School Fruit Scheme，SFS)が，2009/10 年度(school

year)から実施されることになった。SFS が導入された理由は SMS とほぼ同様の目標を有していたか
らであった。それに加えて，長期的には食習慣の改善を通して肥満傾向を抑制するとともに，健康的な
食生活の維持に不可欠な食材である果実・野菜の消費力が弱い若年層に対する消費喚起策であった17)。
SMS と SFS は共に，児童・生徒の健康的な食習慣の定着を促進させること，および食農教育面を充

実・強化させることを目的としつつ，2017 年⚘月⚑日に事業効率性の面から統合された結果，EU学校
給食用果実・野菜・牛乳供給事業として再構築されたのである。
EU学校給食用果実・野菜・牛乳供給事業は，果実・野菜供給部門，牛乳供給部門，教育部門(果実・

野菜関連分野，牛乳関連分野)から構成されている。補助対象産品は，両部門とも地元産，季節性，環境
配慮などが基準となっている。各加盟国は各事業に任意に参加することができる。EU 予算額として
は，⚒億 5,000 万ユーロ(EUR)が割り当てられている。EUが各加盟国単位で積算して事業予算を配分
している。また，各加盟国は独自に事業予算を追加支出することができる18)。以下では，2018/19 年度
(school year)の事業を事例として，英国の事業参加状況および事業予算・独自追加事業資金を，他のEU
諸国と比較しながら見ていきたい。

2．事業参加状況
表⚗は，EU 学校給食用果実・野菜・牛乳供給事業に参加する園・学校数及び園児・児童・生徒数

(2018/2019 年度)を，加盟国別に示している。表⚗によれば，英国では初等教育機関(小学校)の参加が
主体である。参加小学校数は⚑万 5,170 校，参加児童数は 156 万 6,551 人である。加えて，若干の中等
教育機関(中学校・高等学校)が参加している。参加校数は 41 校，参加生徒数は 5,820 人である。保育
園・幼稚園等の参加は無い。

048 近年の英国における飲用牛乳消費に関する一考察 平岡祥孝 049

表 6 英国の飲用牛乳週⚑人当たり家庭購入量(2000 年～2017/18 年度)
2000 2001/02 2002/03 2003/04 2004/05 2005/06 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2015/16 2016/17 2017/18

(mℓ/週・人)
全乳 680 609 572 602 497 475 490 432 420 421 352 355 297 285 263 312 317 300 297
半脱脂乳 994 931 919 926 975 1,008 974 982 987 991 985 984 1,051 996 1,045 964 945 950 924
脱脂乳 165 160 166 154 158 159 163 173 158 165 172 167 158 155 154 144 140 145 133
出所)DEFRA, Quantity of food and drink purchased for UK household, 2019 を参考に作成



他方，保育園・幼稚園等の参加が多く見られる国もある。たとえばドイツである。参加園は⚑万
6,886 園，参加園児数は 96 万 1,486 人となっている。また，ドイツは参加小学校も多く，⚑万 598 校で
あって，参加生徒数は 152 万 8,266 人で参加園児数よりも多い。また，中学校・高等学校の参加が一定
以上見られる国としては，ルーマニアが 5,680 校と傑出している。その他としては，オーストリア 811
校，リトアニア 776 校，スウェーデン 770 校，ドイツ 654 校，フランス 537 校が挙げられよう。

3．果実・野菜供給部門及び牛乳供給部門
表⚘は，EU加盟国別果実・野菜供給部門及び牛乳供給部門の事業予算(2018/2019 年度)を示している。

表⚘から明らかなように，英国は果実・野菜供給部門の事業予算は無く，牛乳供給部門それも牛乳・無
乳糖牛乳のみに事業予算を集中させている。EU 事業予算は 394 万 9,609 EUR，独自追加事業資金は
376 万 2,606 EUR，総予算 771 万 2,210 EURである。他方，生乳生産大国であるドイツやフランスでは，
果実・野菜供給部門にも事業予算が配分されている。また，牛乳供給部門においては，チーズやヨーグ
ルトなどの乳製品にもEU事業予算が配分されたり，独自追加事業資金も投入されたりしている。
表⚙は，EU事業予算及び各国独自追加事業資金に基づく，補助対象の生鮮果実・野菜及び牛乳・無乳
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表 7 EU加盟国別参加園・学校数および参加園児・児童・生徒数(2018/2019 年度)
参加園・学校 参加幼児・児童・生徒

保育園・
幼稚園等

初等教育機関
(小学校)

中等教育機関
(中学校・高等学校) 総計 保育園・

幼稚園等
初等教育機関
(小学校)

中等教育機関
(中学校・高等学校) 総計

(園)又は(校) (人)
ベルギー 1,213 1,413 72 2,698 130,141 265,473 12,306 407,920
オーストリア 1,491 1,956 811 4,258 95,983 258,422 247,728 602,133
ブルガリア 1,767 1,729 0 3,496 232,035 252,874 0 484,909
クロアチア 0 652 246 898 0 246,780 93,757 340,537
キプロス 47 185 0 232 2,221 31,093 0 33,314
チェコ 0 3,982 0 3,982 0 921,840 0 921,840
デンマーク 3 1,407 3 1,413 103 168,289 919 169,311
エストニア 458 249 168 875 62,585 54,535 94,865 211,985
フィンランド 2,562 2,413 419 5,394 167,704 484,565 146,963 799,232
フランス 1,489 2,372 537 4,398 134,346 300,042 164,449 598,837
ドイツ 16,886 10,598 654 28,138 961,486 1,528,266 75,721 2,565,473
ギリシャ 0 757 0 757 0 138,135 0 138,135
ハンガリー 206 3,404 0 3,610 18,050 649,783 0 667,833
アイルランド 4 1,125 40 1,169 211 154,816 6,035 161,062
イタリア 0 7,677 0 7,677 0 1,236,664 0 1,236,664
ラトビア 512 736 0 1,248 87,927 176,040 0 263,967
リトアニア 724 98 776 1,598 130,105 114,701 0 244,806
ルクセンブルク 0 1551) 59 214 17,370 37,171 48,416 102,957
マルタ 0 534 0 534 0 44,822 0 44,822
オランダ 0 4,183 2 4,185 0 538,306 80 538,386
ポーランド 0 13,023 0 13,023 0 1,871,472 0 1,871,472
ポルトガル 3,553 3,647 0 7,200 124,668 330,866 0 455,534
ルーマニア 8,718 7,735 5,680 22,133 247,358 764,767 582,835 1,594,960
スロバキア 2,020 1,300 111 3,431 113,000 450,000 35,281 598,281
スロベニア 0 431 0 431 0 169,584 0 169,584
スペイン 1,660 3,475 335 5,470 430,068 1,217,580 110,592 1,758,240
スウェーデン 6,661 3,877 770 11,308 396,709 1,005,988 239,286 1,641,983
英国 0 15,170 41 15,211 0 1,566,551 5,820 1,572,371
EU全体 49,974 94,283 10,724 154,981 3,352,070 14,979,991 1,865,047 20,197,108
注 1)ルクセンブルクは，保育園・幼稚園等を初等教育機関(小学校)に含める。
出所)European Commission, The EU school fruit, vegetable and milk scheme, Implementation in the 2018/2019 school year, 2020 を参
考に作成。



糖牛乳供給量(2018/2019 年度)を，加盟国別に示している。表⚙によれば，英国における当該牛乳・無乳
糖牛乳供給量はスウェーデン，ポーランド，ルーマニアに次いで多く，2,158 万 2,632ℓである。EU総
供給量の約 18％を占めている。ちなみにスウェーデンも英国と同様に，果実・野菜供給部門には事業参
加していない。

4．教育部門
表 10 は，EU加盟国別教育部門事業予算(2018/2019 年度)を示している。特筆すべき点は，英国は教

育部門事業予算が無いことである。ブルガリア，マルタ，スウェーデンも同様である。表 11 は，EU加
盟国別各食農教育プログラム参加園児・児童・生徒数(2018/2019 年度)を示している。幼少期から農業
への理解を深めることを目的として，各加盟国は食と農に関する教育プログラムについて，実施に際し
ては主題あるいは教育内容等を決定することができる。表 11 から明らかなように，英国では教育プロ
グラムに参加する園児・児童・生徒はいない。
学校栽培園ではポーランド，ドイツ，ポルトガルが，農場・乳製品製造工場・農産物直売所等への訪

問ではポーランド，ハンガリー，ドイツが，試食会・調理実習・ワークショップ他ではチェコ，ポーラ
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表 8 EU加盟国別果実・野菜供給部門及び牛乳供給部門事業予算(2018/2019 年度)
果実・野菜供給部門 牛乳供給部門

生鮮果実･
野菜

加工果実･
野菜

生鮮果実･
野菜

加工果実･
野菜

牛乳
無乳糖牛乳

チーズ，カード，
ヨーグルト，
その他

無添加乳製品

香料・果実・
ナッツ・ココア
添加乳製品

牛乳
無乳糖牛乳

チーズ，カード，
ヨーグルト，
その他

無添加乳製品

香料・果実・
ナッツ・ココア
添加乳製品

EU事業予算 加盟国追加事業資金 EU事業予算 加盟国追加事業資金
(EUR) (EUR)

ベルギー 1,302,529 3,789 81,909 227 107,769 14,940 0 6,766 896 0
オーストリア 1,865,415 0 2,238,499 0 163,351 6,639 502,114 710,290 38,072 5,305,658
ブルガリア 1,808,365 0 2,425,995 0 161,335 896,863 0 717,675 3,868,715 0
クロアチア 1,468,254 0 234,344 0 264,633 176,422 0 21,383 14,225 0
キプロス 328,898 3,115 0 0 246,729 0 0 0 0 0
チェコ 2,889,071 663,555 5,035,108 2,429,944 1,081,967 668,474 0 5,647,427 2,977,925 364,164
デンマーク 1,447,378 0 0 0 971,153 14,867 0 0 0 0
エストニア 487,398 5,620 419,426 4,837 629,132 99,367 0 1,009,446 159,435 0
フィンランド 442,164 0 0 0 2,271,336 241,657 31,464 0 0 0
フランス 3,151,018 26,759 0 0 156,975 171,537 0 0 0 0
ドイツ 24,756,972 0 9,704,042 0 6,995,420 1,063,567 642,169 1,951,134 640,316 0
ギリシャ 2,632,168 0 0 0 839,813 0 0 0 0 0
ハンガリー 2,336,402 1,540,372 3,157,459 2,198,403 705,682 230,066 1,165,442 2,538,332 1,472,033 6,508,988
アイルランド 1,387,320 0 226,942 0 773,848 0 0 969,377 0 0
イタリア 11,752,209 4,776,917 0 0 2,012,049 4,003,100 0 0 0 0
ラトビア 803,785 0 632,878 0 758,901 0 0 1,680,723 0 0
リトアニア 934,552 166,429 532,119 102,433 780,220 219,818 93,132 463,275 137,008 1,242,031
ルクセンブルク 373,742 0 529,342 0 155,345 0 7,888 4,444 0 0
マルタ 324,636 0 848,816 0 207,081 0 0 86,562 0 0
オランダ 7,088,025 0 0 0 683,598 0 0 0 0 0
ポーランド 13,372,856 0 13,530,686 0 8,219,867 1,778,100 0 13,268,108 2,870,122 0
ポルトガル 738,007 0 0 0 1,361,416 0 0 0 0 0
ルーマニア 5,327,520 0 1,156,121 0 10,207,165 2,152,973 0 11,487,256 2,428,496 0
スロバキア 846,883 1,339,802 773,234 1,287,097 943,291 125,857 25,612 1,631,753 249,048 383,071
スロベニア 622,845 41,243 238,636 15,802 155,373 85,129 0 0 0 0
スペイン 13,697,733 832,789 165,409 0 2,695,015 97,745 0 18,702 8,469 0
スウェーデン 0 0 0 0 6,531,689 0 0 0 0 0
英国 0 0 0 0 3,949,604 0 0 3,762,606 0 0
EU合計 102,186,127 9,400,390 41,930,970 6,038,743 54,029,751 12,047,123 2,467,821 45,975,259 14,864,790 13,803,912
出所)European Commission, The EU school fruit, vegetable and milk scheme, Implementation in the 2018/2019 school year, 2020 を参考に作成。



ンド，イタリアが，授業・講演会・ワークショップではドイツ，スウェーデン，イタリアが，コンクー
ル・ゲーム等その他の活動ではポーランド，ドイツ，ベルギーが，それぞれ参加人数が多い。教育部門
への参加人数からは，旧東欧諸国の中では農業大国であるポーランドが，最も注目すべき国であると言
えよう。

Ⅴ．おわりに

全般的傾向では，英国の飲用牛乳の消費量は欧州大陸諸国よりも多い傾向が続いている。しかしなが
ら，飲用牛乳家庭購入量は減少傾向にある。種類別で見るならば，全乳の消費量が減少している。
1955～1970 年代前半にかけては，週一人当たり飲用牛乳(全乳)の消費量は 2,700 mℓ±100 mℓ前後の
範囲であった。半世紀以上にわたって一貫して飲用牛乳消費量の低下傾向が続いている。その要因とし
て，二点挙げておきたい。
一点目は，消費者の嗜好の変化である。健康志向から動物性脂肪の乳脂肪摂取を控える傾向があり，

半脱脂乳への選択が進んでいると言えよう。また，食生活における紅茶からコーヒーへの選択傾向も見
られるであろう。とりわけ若年世代において飲料の選択肢が拡大していると推察できる。さらに加え
て，植物由来の牛乳代替品も提供されるようになっている。なお，これらの点については，統計数値に
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表 9 EU加盟国別生鮮果実・野菜及び牛乳・無乳糖牛乳供給量(2018/2019 年度)
生鮮果実・野菜 牛乳・無乳糖牛乳

(kg) (ℓ)
ベルギー 605,324 108,323
ブルガリア 4,025,975 857,119
チェコ 2,576,063 5,223,437
デンマーク 1,529,696 5,175,753
ドイツ 9,936,855 9,779,933
エストニア 1,006,732 3,308,785
アイルランド 257,868 1,540,620
ギリシャ 1,232,620 653,500
スペイン 4,901,058 2,263,952
フランス 2,135,181 419,170
クロアチア 1,712,649 577,494
イタリア 3,438,893 548,276
キプロス 115,690 123,596
ラトビア 1,091,980 2,827,209
リトアニア 1,403,109 1,269,532
ルクセンブルク 458,686 111,561
ハンガリー 3,864,010 3,574,464
マルタ 58,262 198,957
オランダ 2,484,458 976,591
オーストリア 1,232,448 367,841
ポーランド 17,771,707 29,946,345
ポルトガル 660,141 2,126,535
ルーマニア 6,160,305 23,163,924
スロベニア 535,629 195,380
スロバキア 1,542,934 3,068,244
フィンランド 497,189 15,410,881
スウェーデン 0 32,489,804
英国 0 21,582,632
EU合計 71,236,464 167,889,848
出 所) European Commission, The EU school fruit, vegetable and milk scheme,
Implementation in the 2018/2019 school year, 2020 を参考に作成。



基づいた分析が必要となる。
二点目は，日常的に家庭に届けられる飲用牛乳戸口配達制度(宅配制度)の衰退である。女性の社会進

出，言い換えれば専業主婦家庭の減少は購買行動の変容をもたらしたと考えられる。すなわち大型小売
店舗における食料品のまとめ買いが一般的になったのである。それは当然のことながら，価格面におい
ても安価である19)。
最後に，EUからの完全離脱以降は当然のことながら，EU学校給食向け果実・野菜・牛乳供給事業に

は参加できない。英国は今後，どのように飲用牛乳の消費拡大を進めていくのだろうか。また，食の自
然派志向も高まりつつある。それゆえ，有機牛乳(organic milk)の消費実態も興味ある点である。これ
らも残された課題としたい。
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表 10 EU加盟国別教育部門事業予算(2018/2019 年度)
果実・野菜関連分野 牛乳関連分野 果実・野菜関連分野 牛乳関連分野

EU事業予算 加盟国追加事業資金
(EUR)

ベルギー 124,093 70,289 11,043 10,184
オーストリア 153,558 98,903 0 0
ブルガリア 0 0 0 0
クロアチア 26,228 3,039 5,818 399
キプロス 40,145 27,412 0 0
チェコ 553,865 249,999 931,849 916,026
デンマーク 353 0 0 0
エストニア 72,694 22,059 54,153 16,432
フィンランド 142,821 333,250 0 0
フランス 304,045 6,529 0 0
ドイツ 46,993 22,559 350,531 184,064
ギリシャ 29,426 35,874 0 0
ハンガリー 0 0 448,812 0
アイルランド 277,464 140,981 1,175,779 0
イタリア 2,032,885 816,802 0 0
ラトビア 3,928 7,857 10,047 22,143
リトアニア 24,409 24,409 2,891 2,890
ルクセンビルク 0 0 888 2,517
マルタ 0 0 0 0
オランダ 0 0 266,645 0
ポーランド 21,410 21,410 0 0
ポルトガル 22,265 1,200 0 0
ルーマニア 165,817 156,470 26,806 52,110
スロバキア 0 0 360,839 0
スロベニア 0 47,834 0 16,166
スペイン 1,267,932 156,965 344,580 11,049
スウェーデン 0 0 0 0
英国 0 0 0 0
EU合計 5,310,391 2,243,841 3,990,681 1,233,980
出所) European Commission, The EU school fruit, vegetable and milk scheme, Implementation in the
2018/2019 school year, 2020 を参考に作成。



注)
1)戦時牛乳政策の基盤となった生乳生産政策について詳しくは，平岡(1997)を参照されたい。
2)戦時中の飲用牛乳の配給に関して，戸口配達制度の合理化改革を含めて詳しくは，平岡(2000b)を参照されたい。
3)食糧省がMilk Marketing Board とともに推進した学校牛乳支給計画および国民牛乳支給計画について詳しくは，平岡
(1996)を参照されたい。
4)戦後統制期(1945～50 年)における牛乳消費の動向について詳しくは，平岡(2000a)を参照されたい。
5)食料統制撤廃について詳しくは，平岡(2002)を参照されたい。
6)1990 年代における飲用牛乳の消費動向に関して詳しくは，平岡(2004)を参照されたい。
7)全乳から低脂肪乳への嗜好変化は，バター等の油脂量の消費低下とほぼ軌を一にしている。この点について詳しくは
平岡(2007b)を参照されたい。
8)女性の社会進出の拡大とともに購買行動が変化して，大型小売流通店舗(スーパーマーケット)における購入への転換
が進行した結果，飲用牛乳戸口配達制度は衰退していったのである。この点について詳しくは，平岡(2007a)を参照さ
れたい。
9)英国が EUから離脱した理由の一つとして，東欧諸国からの移民流入が増加したことが指摘されている。EU離脱決
定後は，英通貨ポンド(￡)が下落したために，英国での出稼ぎ労働の経済的魅力が低下し，移民労働力は減少した。
その一方で，それは農業労働力不足に直結している。EU完全離脱後は移民規制が強化されている。しかしながら，
農業季節労働者を旧東欧諸国等からの労働力で確保できる制度を構築することは，英国に求められるのではないだろ
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表 11 EU加盟国別各食農教育プログラム参加園児・児童・生徒数(2018/2019 年度)

学校栽培園 農場・乳製品製造工場・
農産物直販所等への訪問

試食会・調理実習・
ワークショップ他

授業・講演会・
ワークショップ

コンクール・ゲーム等
その他の活動

(人)
ベルギー 1,928 2,422 19,026 34,649 752,778
ブルガリア 0 0 0 484,909 484,909
チェコ 91,999 2,135 2,208,187 190,373 75,964
デンマーク 0 0 0 0 169,311
ドイツ 239,439 282,307 486,120 1,783,455 973,383
エストニア 593 4,330 977 197 4,992
アイルランド 0 0 0 169,486 0
ギリシャ 0 0 138,135 138,135 0
スペイン 178,531 15,988 515,390 91,748 313,703
フランス 138,261 93,108 419,547 216,002 350,841
クロアチア 6,565 1,211 4,517 11,539 0
イタリア 0 43,963 1,236,667 857,659 92,710
キプロス 4,003 22,036 5,042 2,233 0
ラトビア 0 0 0 263,967 263,967
リトアニア 0 0 222 230,322 157
ルクセンブルク 1,000 2,027 300 50,000 3,000
ハンガリー 0 311,955 879,392 530,822 422,252
マルタ 0 1,020 0 0 0
オランダ 124,000 0 175,000 514,487 88,000
オーストリア 0 3,933 38,571 0 0
ポーランド 453,297 338,985 1,543,789 0 1,816,234
ポルトガル 213,891 160,071 292,186 171,967 0
ルーマニア 0 6,200 500 22,035 70,819
スロベニア 0 2,580 39,420 0 38,400
スロバキア 37,116 11,007 210,855 1,566 13,636
フィンランド 0 48,650 281,870 0 163,952
スウェーデン 0 30,000 0 1,641,983 0
英国 0 0 0 0 0
EU全体 1,490,623 1,383,928 8,495,713 7,407,534 6,099,008
出所)European Commission, The EU school fruit, vegetable and milk scheme, Implementation in the 2018/2019 school year,
2020 を参考に作成。



うか。
10)ただし，貿易に際しては，輸出入申告や食品安全検査などの手続きが新たに発生することとなった。EUからの食料
輸入に大きく依存している英国にとっては，食料品市場の持続可能性を確保するために，通関手続きの合理化・簡素
化が必要であろう。

11)2018 年時点において飲用牛乳を生産する乳業は 40 社である。その内訳を年間生産量規模で見るならば，1,000 t 以下
⚗社，1,001～10,000 t 規模 12 社，10,001～30,000 t 規模⚕社，30,001～100,000 t 規模⚗社，100,000 t 以上⚙社であ
る。この点について詳しくは，AHDB(2019)参照のこと。

12)2019 年(暫定値)では，生鮮果実輸入量は 231 万 t，同輸入額は 38 億 8,200 万￡であり，野菜輸入量は 231 万 t，同輸入
額は 25 億 3,800 万￡である。他方，生鮮果実輸出量は 16 万 1,000 t，生鮮野菜輸出量は 14 万 2,000 t であり，輸出額
はそれぞれ⚑億 5,500 ￡，⚑億 2,800 万￡である(DEFRA(2020)pp. 138～139)。

13)クリスマスの季節では，一般的にバター需要は高まる。しかしながら，日常の食生活においては健康志向を反映して，
近年では植物性マーガリンに代替する傾向が強まっていると推察される。

14)たとえば，2021 年⚑月に発効した日本と英国の経済連携協定(EPA)における交渉過程でも，英国は世界三大ブルー
チーズと呼ばれている⼦スティルトン⼧の日本向け輸入拡大を主張したことは，記憶に新しい。

15)スペインは南欧に位置し，地中海式食事と呼ばれる食生活を営む習慣が強い。油脂類ではバターよりもオリーブ油を
多く消費していると，推察できる。

16)EU学校給食用牛乳供給事業については詳しくは，平岡(2020)を参照されたい。
17)国際連合食糧農業機関(Food Agriculture Organization，FAO)・世界保健機関(World Health Organization，WHO)は，
最低一人一日当たり 400 g の果実・野菜の摂取を奨励していた。にもかかわらず，当該水準に達している EU加盟国
が少数であったことも，SFS 導入の背景にあったと推察できる。

18)European Commission(2020)pp. 2～9。
19)たとえば，2018 年 12 月⚒日の飲用牛乳価格は，低温殺菌牛乳店頭小売価格では⚔パイント(pints)113 ペンス⒫，ガラ
ス瓶詰半脱脂牛乳宅配価格では⚑パイント 81 ペンスであった(AHDB, Liquid Milk Market, 17 December, 2018)。仮
に宅配で⚔パイント購入したならば，324 ペンスとなる。牛乳の種類が異なるものの，Dairy UK(2017)で指摘されて
いる消費者の価格志向を前提にすれば，大型小売店舗での購入が主体となっていくであろう。
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